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２月の給食 

３日(月)…節分献立です。豆入りの混ぜご飯、いわしのつみれ汁を作ります。つみれ 

は、いわしのすりみに野菜を加えて、給食室で丸めて手作りします。つみれ

の中には高橋農園さんの“ねぎ”をいれる予定です。 

1０日(火)…高橋農園さんの“ほうれん草”をつかったカレーライスを作ります。 

1３日(金)…１４日は、バレンタインデーです。ココアを使ったケーキを作ります。 

２０日(金)…鳥取県の郷土料理、どんどろけ飯を作ります。豆腐が入った混ぜご飯です。

「どんどろけ」は、豆腐を炒めるときの音がぱちぱちと雷のような音に聞こ

えたためだそうです。 

２５日(水)…６年２組のリクエスト給食です。 

２７日(金)…給食委員会の考えた献立です。２学期に実施したクイズに答えてくれた児 

童が多かったため、景品として、あげパンを出します。 

  ＜旬の食材＞ 

  ぶり、たら、ねぎ、れんこん、ほうれんそう、白菜、いちご、国産オレンジ 

 

～給食委員会の活動について～ 

５・６年生児童による委員会活動で、１年間の

集大成として、献立を考えました。 

給食委員会の献立は、２月と３月に提供予定です。

給食時間の放送や各クラスに配布する食育だより

を通じて、全校に給食委員会からのメッセージを

届ける予定です。 

～給食委員会からのメッセージ～ 

「私たち、給食委員会は、給食のありがたみ

を伝えるために活動してきました。普段から食べている給食やごはんでも、世界

中には少しも食べられない人たちがたくさんいます。ですが、私たちだけでは、

世界中に行ったり、関わったりすることが難しいため、せめてこの学校だけでも

給食のありがたみについて知ってもらえるようにしました。先生方にインタビュ

ーをしたり、食品ロスに関するクイズなどをしたりする努力をしました。『少しで

も、みんなに給食のありがたみが伝わってほしい』そう思った僕たちは今も給食

のありがたみが伝わる活動をしています。」 

２月３日は、立春です。暦の上では春がやってきますが、まだまだ寒い日が続きま

す。暖かくなったり、寒くなったり、三寒四温がすぎてようやく春が訪れます。 

年度末の忙しさをあらわす慣用句の一部に、「２月は逃げる」という言葉がありま

す。２月は日数も短く、あっという間に終わってしまいます。忙しい時期に風邪をひ

かないよう、体を温めるものを食べ、風邪予防にビタミン C などをとり、元気に過ご

してほしいです。給食では、ビタミン C 豊富な柑橘類やいちごを提供予定です。 

国産オレンジについて 
世田谷区の学校給食では、肉、野菜、果物の生鮮食品は国産品を使っています。 

オレンジは、輸入食品のイメージが強いと思いますが、実は、国内でも栽培してい

ます。しかし、収穫できる品種には限りがあり、収穫時期も短いです。12 月に収穫

し、食べごろにするために貯蔵し、２月ごろ出回ります。２月の給食では、“ネーブル

オレンジ”を提供する予定です。この時期にしか食べられない国産のオレンジを味わ

ってもらいたいです。 

 

 


